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決
算
審
査

９月
会議

令
和
6
年
涌
谷
町
議
会
定
例
会
9
月
会
議 

↓ 

12
日（
木
）～
19
日（
木
）ま
で
開
催

条
例
改
正
な
ど
議
案
20
件 

↓ 

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

一
般
質
問 

↓ 

4
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
し
た

議会注目　　 事業

原
案
可
決

条例改正など 10 件

決算・
補正予算 10 件

一般質問　4 人

（→ P10 へ）

５年間の財政再建計  画が実を結ぶ

物価等高騰対策事業 � 2億6204 万円
〇商品券配布 � （全世帯）１世帯１万円
〇電力・ガス・食料品等重点支援給付金
 　� （住民税均等割非課税世帯）1世帯3万円
〇物価高騰対策給付金・・・
　（住民税均等割非課税世帯）　 1世帯  7万円
　（住民税均等割のみ課税世帯）1世帯10万円
　（住民税非課税および住民税均等割のみ
     課税世帯）� 子ども1人5万円
〇学校給食賄材料費支援 � 188万円

重層的支援体制整備事業
                  � 　 6726 万円
� （子育て支援事業を除く）

　介護、障害、子育て、生活困窮の分野を超
えた多様な専門職と地域住民などとの協働に
よる包括的な相談支援体制と住民主体の課題
解決体制を構築� など

子育て支援事業 � １億5062万円
〇地域子育て支援拠点事業

〇民間保育所支援事業

〇医療費助成事業

� など

道路新設改良事業 � ３億6561万円
〇尾切線舗装工事

〇松代橋橋りょう補修工事

〇泥目木線２号橋橋りょう工事

〇片倉橋線外舗装補修工事

〇測量設計� など

いろいろな相談ができます
（４月より課として設置）

属性や世代を
超えた交流の
ようす

学校給食用食材
納品のようす

完成した尾切線道路工事

ふくし  ふれあい
ふぇすた  WAKUYA

2023
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決
算
審
査

～財政調整基金をはじめ財政諸指標が改善～
令和5年度の一般会計決算額は、歳入87億1525万円
　　　　　　　　　　     　　　歳出84億5500万円
実質収支額は2億2603万円となり、黒字決算である。
社会動向を見極め、安定的な財政運営に努められるよう望む。

〇財政分析指標の推移
区　　　 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　　考

財政力指数（３か年） 0.38 0.38 0.37
１に近くあるい
は１を超える程
財政力が強い

　実質収支比率
　　　実質収支　　　
　　標準財政規模

1.9 2.8 4.5 ３～５程度が望
ましい

経常収支比率 78.6 81.9 86.6
お お む ね 70%
～ 80% の間で
あることが理想

義務的経費比率
人件費・扶助費・公債費

歳出総額
37.2 35.3 36.9 高い程財政構造

悪化となる

監査意見

代
表
監
査
委
員
　
城
　
口
　
貴
志
生

監
査
委
員
　
佐
々
木
　
み
さ
子

引
き
続
き
社
会
の
動
向
を
見
極
め
、

安
定
的
な
財
政
運
営
を

R1 R2 R3 R4 R5

６億
694万円

10億
5715万円

６億
6775万円

14億
4326万円

６億
6857万円

15億
2050万円

４億
2330万円

6億
8031万円

５億
7590万円

6億
2601万円

減債基金残高
財政調整基金残高

５年間の財政再建計  画が実を結ぶ
令和５年度決算

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
も
、
慎
重

な
滑
り
出
し
が
大
事
と
思
わ
れ

る
。

　

当
町
も
課
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
事
業
の
選
択
と
集
中
お

よ
び
優
先
順
位
を
し
っ
か
り
と

議
論
し
な
が
ら
、
幸
せ
が
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続

き
ま
い
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

令
和
5
年
度
は
、
当
町
が
財

政
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
、

財
政
再
建
計
画
を
始
め
て
最
終

年
度
と
な
っ
た
。
財
政
調
整
基

金
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
諸
指

標
の
改
善
が
図
ら
れ
、
11
月
に

宣
言
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
大
変
良
い
出
来
事
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
町
民
の
声

決
算
審
査
を
終
え
て

借入金残高62億9045万円

積立基金総額30億7349万円 
のうち

（普通会計・単位：％）

※万円未満切り捨て

※標準財政規模には、臨時財政対策債発行可能額が含まれている。

財政調整基金……�災害などの不測の事態や年度間の財源不足に備えるため、決算剰余金（決算に
おいて、収入済額が支出済額を上回った場合の差額）などを積み立て、財源が
不足する年度に活用する目的の基金。

減 債 基 金……町債の償還 ( 借入金の返済 ) に必要な財源を確保する目的で設置している基金。（3）
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決
算
審
査

天
平
の
湯
の
さ
ら
な
る

経
営
改
善
を

　
竹
中
　
弘
光 

委
員

　
　
　

天
平
の
湯
の
指
定
管

理
者
に
対
し
て
、
運

営
状
況
を
確
認
し
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
な
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

定
期
的
に
話
し
合
い

を
し
て
い
る
。
収
益

に
よ
る
サ
ウ
ナ
室
の
改
修
や
、

自
主
事
業
と
し
て
漫
画
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

広
報
わ
く
や
発
行
事
業

の
実
情
は

　
　
　

広
報
わ
く
や
の
印
刷

部
数
の
見
直
し
を

行
っ
た
と
あ
る
が
、
実
際
は

ど
う
か
。

　
　
　

発
行
部
数
の
変
更
は

な
い
が
、
世
帯
数
に

応
じ
た
適
正
な
部
数
の
印
刷

に
努
め
た
。

子
ど
も
医
療
費
に
係
る

受
診
状
況
は

　
　
　

子
ど
も
医
療
費
の
助

成
件
数
が
増
え
て

問答問答
児
童
福
祉
費

問

　
　
　

施
設
や
道
路
の
老
朽

化
対
応
な
ど
他
の

起
債
に
当
た
ら
な
い
事
業
に

充
当
す
る
。

天
平
の
湯
に
係
る
財
務

諸
表
の
提
示
を

�

黒
澤
　
朗 

委
員

　
　
　

ま
ち
感
動
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
に
よ
る
天

平
の
湯
の
貸
借
対
照
表
が
提

示
さ
れ
て
い
な
い
。
経
営
状

況
を
確
認
す
る
重
要
な
資
料

で
あ
る
た
め
、
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　

当
該
法
人
は
コ
ン

サ
ー
ト
の
企
画
運
営

な
ど
他
の
事
業
も
行
っ
て
お

り
、
全
体
の
資
料
し
か
な
い
。

天
平
の
湯
の
み
の
資
料
を
提

示
い
た
だ
け
る
か
協
議
中
で

あ
る
。

答
歳
　
　
　
出

総
務
管
理
費

問答

可
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
法

令
に
抵
触
し
な
い
。

※
行
政
財
産
は
、
そ
の
用
途
又
は
目
的

を
妨
げ
な
い
限
度
に
お
い
て
そ
の
使

用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

過
疎
債
の
有
効
活
用
を

稲
葉
　
定 

委
員

　
　
　
※
過
疎
債
（
Ｐ
７
参

照
）
の
残
高
が
膨
ら

ん
だ
が
、
必
要
な
事
業
な
の

で
や
む
を
得
な
い
。
た
だ
、

道
路
補
修
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
使
い
方
も
模
索
し
て
は

ど
う
か
。 町

　
　
　
債

問

行
政
財
産
の
管
理
は

適
切
か

佐
々
木
敏
雄 

委
員

　
　
　

行
政
財
産
を
「
こ
ど

も
の
丘
」
を
運
営
す

る
遊
創
の
森
に
使
用
さ
せ
て

い
る
が
、
法
令
に
抵
触
し
な

い
の
か
。

　
　
　

地
※

方
自
治
法
第
２
３

８
条
の
４
第
７
項
に

よ
り
目
的
外
使
用
と
し
て
許

一
般
会
計
質
疑

歳
　
　
　
入

使
　
用
　
料

問答

門田善則委員長

決算審査特別委員会
　令和５年度各会計決算については、議員全員で構成する「決算審査
特別委員会」を設置。９月13日・17日・18日の３日間で審査しました。
　掲載されている質疑のうち議員名の掲載は1人2項目までとしてい
ます。

売却された園敷地と貸し付けされている駐車場
（健康パーク）
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今
後
、
説
明
会
を
行

い
、
早
期
の
運
用
を

考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
大
規

模
農
家
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

不
用
額
が
多
い
理
由
は

　
　
　

繰
越
明
許
費
の
不
用

額
が
か
な
り
多
い
が
、

見
積
も
り
が
甘
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　

当
初
、
3
カ
所
に
堆

肥
舎
の
建
築
を
予
定

し
て
い
た
が
、
県
の
補
助
金

が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
1
カ
所
を

後
年
度
に
見
送
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
多
く
の
不
用

額
が
生
じ
た
。

課
題
解
決
の
取
組
は

　
　
　

農
地
集
積
・
集
約
化

を
行
っ
た
と
し
て
も
、

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

り
農
業
を
続
け
ら
れ
な
く
な

る
事
例
が
あ
る
が
、
対
策
は

あ
る
か
。

　
　
　

他
に
は
農
業
経
営
の

法
人
化
を
推
進
し
て

お
り
、
担
い
手
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

答問答問答

決
算
審
査

１
２
１
・
06
㌧
と
比
較
し
て

著
し
く
減
少
し
て
い
る
が
、

な
ぜ
か
。

　
　
　

放
射
能
濃
度
に
応
じ

て
処
理
量
を
調
整
し

て
い
る
。
引
き
続
き
計
画
に

沿
っ
て
、
安
全
に
配
慮
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
る
。

畜
産
農
家
へ
の
追
加
支

援
の
考
え
は

�
稲
葉
　
定 

委
員

　
　
　

新
規
就
農
者
の
施
設

の
導
入
な
ど
に
対
し

答
農
　
業
　
費

問

て
、
補
助
金
に
よ
り
支
援
し

た
よ
う
だ
が
、
畜
産
の
現
状

は
か
な
り
厳
し
い
。
追
加
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

飼
料
高
騰
な
ど
非
常

に
厳
し
い
状
況
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
経
営
に
関

し
て
定
期
的
に
相
談
に
応
じ

て
お
り
、
国
、
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

堆
肥
舎
の
運
用
予
定
は

　
　
　

令
和
5
年
度
に
造
ら

れ
た
堆
肥
舎
の
運

用
に
つ
い
て
、
町
民
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
周
知
に
努
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答問

畑
地
化
促
進
事
業
の
今

後
の
見
込
み
は

　
　
　

畑
地
化
促
進
事
業
補

助
金
の
令
和
5
年
度

に
お
け
る
実
績
は
少
な
い
が
、

水
田
の
5
年
水
張
り
ル
ー
ル

が
関
係
し
て
、
今
後
、
急
に

増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

令
和
6
年
度
に
大
幅

に
増
え
る
予
定
は
な

い
。
今
後
も
耕
作
放
棄
地
を

減
ら
し
、
農
業
者
の
収
益
が

上
が
る
よ
う
事
業
を
進
め
る
。

商
工
業
者
へ
の
支
援
を

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
の

制
度
改
正
に
伴
っ
た

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
商

工
業
者
へ
の
支
援
は
充
実
し

て
い
る
か
。

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

含
む
各
種
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
町
の
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
経
営
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。　

問答
商
　
工
　
費

問答

い
る
が
、
ど
こ
の
地
域
で
受

診
し
て
い
る
か
確
認
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
以
外
に
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
他
の
感
染
症
も

流
行
し
た
こ
と
が
原
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
、
大
崎
市
や
石

巻
市
な
ど
が
受
診
先
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

予
防
接
種
事
業
の
状
況
は

杉
浦
　
謙
一 

委
員

　
　
　

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
2
回
目
以
降
公
費
助

成
が
な
い
こ
と
に
よ
る
接
種

者
数
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　

財
政
再
建
を
果
た
す

に
当
た
り
、
公
費
助

成
は
1
回
目
の
み
と
し
た
が
、

接
種
率
に
影
響
は
な
い
。

放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の

処
理
状
況
は

杉
浦
　
謙
一 

委
員

　
　
　

令
和
5
年
度
に
お
け

る
放
射
能
汚
染
廃

棄
物
の
処
理
量
は
46
・
28
㌧

で
、
令
和
4
年
度
の
処
理
量

答
保
健
衛
生
費

問答問

令和５年度に完工した堆肥舎

（5）
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今
後
の
経
営
方
針
は

一
條
裕
太
郎 

委
員

　
　
　

社
会
情
勢
の
変
化
に

伴
う
人
件
費
や
物
価

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
経
営

努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
状
況
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
今
後
の
診
療
体
制
、

経
営
改
善
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

経
営
強
化
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
地
域
医
療

に
お
け
る
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
引
き
続
き
現
状
の
診
療

体
制
で
運
営
し
て
い
く
。
ま

た
、
今
後
も
病
床
利
用
率
向

上
な
ど
目
指
し
て
経
営
改
善

に
努
め
て
い
く
。

問答

問資
金
の
運
用
状
況
は

　
　
　

一
時
借
入
金
が
3
億

7
千
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
当
初
で
は
4
億
円

だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
い
つ
返

済
し
た
の
か
。

　
　
　

現
金
残
高
に
応
じ
て
、

適
宜
、
借
り
入
れ
、

返
済
し
て
お
り
、
結
果
的
に

そ
の
金
額
に
な
っ
た
。

黒
字
化
の
要
因
は

竹
中
　
弘
光 

委
員

　
　
　

黒
字
化
と
な
っ
た
要

因
は
何
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
病
床
確
保
に

係
る
補
助
金
は
無
く

な
っ
た
が
、
地
域
ケ
ア
病
床

の
活
用
や
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
病
床
利
用
率

が
上
が
り
、
医
業
収
益
が
上

昇
し
た
。

病
院
事
業
会
計
質
疑

問答問答

個
人
の
敷
地
内
に
お
け

る
漏
水
対
応
は

　
　
　

漏
水
が
個
人
の
敷
地

内
で
あ
っ
た
と
き
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
所
有
者

個
人
で
修
繕
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
地

下
な
ど
個
人
で
管
理
す
る
の

が
難
し
い
部
分
の
場
合
は
、

漏
水
量
の
半
額
を
減
免
し
て

い
る
。

水
道
事
業
会
計
質
疑

問答

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を

　
　
　

財
政
調
整
基
金
を
、

将
来
の
保
険
料
水
準

統
一
に
際
し
て
激
変
緩
和
に

使
う
よ
う
だ
が
、
今
の
納
税

者
に
対
す
る
減
免
な
ど
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

基
金
の
活
用
は
慎
重

に
考
え
て
い
る
が
、

保
険
料
減
免
や
健
診
の
助
成

な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は

二
上
　
光
子 

委
員

　
　
　

要
介
護
認
定
者
数

１
０
５
０
名
に
対
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
は

８
６
５
名
で
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
残
り
の
１
８
５
名
は

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
の
か
。

　
　
　

入
院
に
よ
り
医
療
保

険
を
利
用
し
て
い
る

方
な
ど
は
利
用
し
て
い
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
詳
し

く
説
明
し
て
い
る
。

国
保
会
計
質
疑

問答介
護
保
険
会
計
質
疑

問答

決
算
審
査

漏水にご注意ください
　給水装置（給水管・止水栓・水抜栓・蛇口）
や給水直結器具（給湯器・温水器・ボー
ルタップ式の受水槽）は、長年使用して
いると次第に材質の劣化が進み、漏水が
起きやすくなりますので定期的に点検し
ましょう。

漏水の見つけ方
　家中の蛇口を全部閉めて、水道メータ
を見てください。そのとき、メータのパ
イロット（赤または銀色の星型）が回転
していれば漏水の信号です。水道メータ
は、時々見る習慣をつけましょう。

各種予防接種が行われている国保病院

（6）
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決
算
審
査

賛成
黒
澤
　
朗 

議
員

健
全
財
政
を
保
ち

�

よ
り
よ
い
政
策
を

　

遠
藤
町
政
に
お
か
れ
て
は
、

平
成
31
年
1
月
30
日
に
発
せ

ら
れ
た
財
政
非
常
事
態
宣
言

を
解
除
す
べ
く
、
ま
さ
し
く

壮
絶
な
戦
い
の
5
年
間
だ
っ

た
と
思
う
。
昨
年
11
月
1
日

に
、
よ
う
や
く
財
政
非
常
事

態
宣
言
を
解
除
に
至
ら
せ
た

功
績
は
評
価
に
値
す
る
。
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
各
種

基
金
に
つ
い
て
も
、
積
み
増

し
が
な
さ
れ
、
以
前
か
ら
比

べ
る
と
健
全
財
政
が
保
た
れ

て
い
る
状
態
に
あ
る
。

　

今
後
も
、
そ
れ
に
安
心
す

る
こ
と
な
く
、
健
全
な
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
、
町
民
の

負
託
に
応
え
、
涌
谷
町
の
未

来
に
向
け
た
政
策
を
強
力
に

実
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
、
令
和
5
年
度
決

算
認
定
に
対
す
る
賛
成
討
論

と
す
る
。

本
会
議
討
論

件　　名

一　
條　
裕
太
郎

二　
上　
光　
子

黒　
澤　
　
　
朗

佐
々
木　
敏　
雄

佐
々
木　
み
さ
子

稲　
葉　
　
　
定

只　
野　
　
　
順

後　
藤　
洋　
一

伊　
藤　
雅　
一

杉　
浦　
謙　
一

門　
田　
善　
則　

竹　
中　
弘　
光

大　
泉　
　
　
治

議決結果
（可決）

令和５年度涌谷町各会計歳入
歳出決算の認定について 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × ○ ○ ー

賛成・反対
（9：3）

９月会議採決状況　○…賛成　×…反対　　議長（大泉治）は可否同数にならない限り採決に加わりません。

過 疎 対 策 事 業 債 っ て 何 ？
１ そもそも起債とは？
　起債（町債を発行すること）とは、主に町が道路や公共施設などを将来にわたって長く利用できるよ
う整備を行うために、必要な資金を国や金融機関など外部から調達するいわゆる借入金のことです。

２ なぜ借入をするの？
　公共施設などは、現在の町民だけでなく、将来の町民も利用します。
　借入をすることには、「現在の町民と将来の町民の負担を公平にする」、また、「ある年度の過大な財
政負担を軽減し、他の年度へ財政負担を平準化させることで、計画的に財政運営を行える」という機能
があります。

３ 過疎対策事業債の特徴
（１）�町の過疎地域自立促進計画に基づいて行われる適債性を満たす事業であれば、借りることができ

ます。
（２）利息を含めた返済額の７０％を国が補

ほ

填
て ん

してくれます。

例）事業費１０００万円の「○○整備事業」を実施する場合
ア　起債なしで実施するケース

イ　過疎債以外で起債を充当するケース

ウ　過疎債を充当するケース

※分かりやすくするため充当率を１００％とします。

全て町の一般財源、かつ単年度（現在の納税者）で負担

事業費 1000 万円に加え利息を含めた返済を町の一般財源で行う

過疎債の返済額の 70％（700 万円）を国から財政支援 町負担 30％（300 万円）

（7）
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3
町
に
対
し
て
も
交
付
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
連
携
し
て

県
に
要
望
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

関
係
市
町
で
協
議
の

上
、
必
要
経
費
に
対

す
る
交
付
金
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
く
。

※
原
発
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
事
故

に
備
え
て
避
難
な
ど
の
対
策
を
準
備

す
る
範
囲
で
、
原
発
か
ら
お
お
む
ね

半
径
5
㌔
㍍
か
ら
30
㌔
㍍
圏
内
。

答

職
員
の
給
与
水
準
の

改
善
を

　
　
　

令
和
５
年
度
の
当
町

の
ラ

※

ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
93
・
1
％
で
、
県
内

に
お
い
て
比
較
的
に
低
い
。

改
善
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　

県
内
21
町
村
の
う
ち

17
番
目
で
低
い
状
況

で
あ
る
が
、
前
年
度
か
ら
の

伸
び
率
は
比
較
的
に
高
く
、

人
事
評
価
制
度
を
取
り
入
れ

る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

※
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
１
０
０

と
し
て
、
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準

を
示
す
指
数
。

原
発
稼
働
に
伴
う
交
付

金
の
要
望
を

　
　
　

女
川
原
発
の
再
稼
働

に
伴
い
、
立
地
自
治

体
で
あ
る
女
川
町
、
石
巻
市

に
10
億
円
が
交
付
さ
れ
る
。

※
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
あ
る
2
市

質
　
　
　
疑

人
　
件
　
費

問答
歳
　
　
　
入

問

　
　
　

明
確
な
金
額
、
期
間

が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
優
先
順
位
は
ど
う

す
る
の
か
。
ま
た
、
財
政
を

圧
迫
し
、
他
の
事
業
に
支
障

が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

前
年
度
繰
越
金
の
4

分
の
1
を
基
本
と

し
て
、
年
度
収
支
の
中
で
財

源
確
保
を
図
り
、
既
存
施
設

の
長
寿
命
化
事
業
に
も
充
て

る
こ
と
か
ら
期
間
は
定
め
な

い
。
優
先
順
位
は
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
基
金
を
積
み
立
て
る

た
め
に
他
の
予
算
を
削
る
こ

と
は
な
い
。

問答 条
例
改
正
・
補
正
予
算

問○
涌
谷
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
基
金
条
例

　

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設

な
ど
に
対
し
て
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
管
理
を
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第
２
４
１
条
第
1

項
の
規
定
に
よ
り
涌
谷
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
を

設
置
す
る
も
の
。

　
　
　

目
標
額
を
設
定
し
な

い
と
老
朽
化
対
策
が

進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

繰
越
金
4
分
の
1
と

予
算
の
中
で
、
他
の

事
業
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
積

み
立
て
て
い
く
。
時
期
に

よ
っ
て
必
要
が
あ
れ
ば
、
財

政
調
整
基
金
も
活
用
す
る
。

条 

例 

改 

正

質
　
　
　
疑

問答

一般会計
補正予算

〈一般会計補正予算（第３号）の主な内容〉
○６億 1911 万円を増額

（歳出）
・財政調整基金積立金 �  1 億 900 万円
・公共施設等総合管理基金積立金 �  2 億 5700 万円
・道路新設改良事業費 �  1 億 2762 万円
・その他経費 �  １億 2549 万円
� ※万円未満切り捨て

築 60 年を超える涌谷第一小学校

再稼働する女川原子力発電所
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八
雲
住
宅
共
用
部
分
の

管
理
状
況
は 

　
　
　

八
雲
住
宅
に
お
け
る

共
用
部
分
の
清
掃
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
　

清
掃
な
ど
は
自
治
会

な
ど
で
行
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。 

万
が
一
に
備
え
実
情
に

即
し
た
対
策
を 

　
　
　

原
発
事
故
発
生
時
に

検
査
場
所
と
な
る

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周

囲
に
側
溝
を
設
置
す
る
よ
う

だ
が
、
地
盤
が
軟
弱
な
た
め
、

小
型
車
両
で
も
入
る
の
が
難

し
い
。
冬
季
や
雨
天
時
に
は

一
層
懸
念
さ
れ
る
が
、
適
切

な
対
策
は
講
じ
る
の
か
。 

　
　
　

内
閣
府
、
県
の
担
当

者
に
現
場
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
実
情
を
伝

え
て
お
り
、
県
は
正
し
い
認

識
の
下
で
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

住
　
居
　
費

問答
消
　
防
　
費

問答

道
路
整
備
事
業
の
拡
大

を 

　
　
　

涌
谷
第
一
小
学
校
西

側
の
道
路
で
カ
ラ
ー

舗
装
工
事
を
行
う
よ
う
だ
が
、

予
算
額
が
１
７
２
万
円
と
小

規
模
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で

き
る
。
制
度
利
用
な
ど
に
よ

る
事
業
拡
大
は
で
き
な
い
の

か
。 

　
　
　

協
議
会
設
置
な
ど
条

件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
、
費
用
対
効
果
の
観
点

で
見
送
っ
て
い
た
。
学
校
周

辺
を
中
心
に
、
制
度
利
用
も

含
め
て
検
討
す
る
。 

道
路
橋
り
ょ
う
費

問答

特
産
品
開
発
に
係
る
状

況
と
予
定
は 

　
　
　

特
産
品
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
に
係
る
商

品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
　

13
事
業
者
で
ウ
ェ
ル

フ
ァ
ム
フ
ー
ズ
の
商

品
を
使
用
す
る
こ
と
を
条
件

に
約
20
品
目
を
目
指
し
て
商

品
開
発
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

開
発
し
た
商
品
の
お
披
露
目

と
い
う
形
で
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
考
え
て
お
り
、
誘
客
を

図
る
。 商

　
工
　
費

問答

補
正
予
算

←

石
巻
市
か
ら
の
避
難
経
路
図

カラー舗装工事を行う道路
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一
般
質
問

　９月会議では、９月１２日に一般質問が行わ
れ、４人の議員が町政について質問をしました。
　掲載されている質問と答弁は、質問した議員
が 600 字以内で要約し、広報分科会委員が調
製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧ください。
　涌谷町ホームページURL
　（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）

二
に

上
かみ

　光
みつ

子
こ

 議員（11 ページ）
　①高齢者に寄り添った共生社会について
　②災害対応力の更なる強化について

佐
さ

々
さ

木
き

敏
とし

雄
お

 議員（12 ページ）
　①寄附などの反対給付に対する町の対応について
　②�町民の行政に対する理解を深めるため、町政懇

談会を開催する考えはあるか

杉
すぎ

浦
うら

　謙
けん

一
いち

 議員（13 ページ）
　①災害避難所の環境整備の考えは
　②国保税、介護保険料減免の考えは

黒
くろ

澤
さわ

　　朗
あきら

 議員（14 ページ）
　①今後の老健施設の方向性について伺いたい
　②�第五次後期総合計画及び「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」の進捗状況と今後の方向性につ
いて、達成状況や課題について問う

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将

来
に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ

い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

町
政
を
た
だ
す

ズバリ

（10）
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一
般
質
問

検
証
の
上
、
検
討
す
る
。
台

数
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
１
台

を
導
入
し
、
需
要
に
応
じ
て

決
め
る
形
で
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
1

認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
・
や
り

た
い
こ
と
が
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
仲
間
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
役
割
を

果
た
し
、
認
知
症
の
人
が
基
本
的
人
権

を
有
す
る
個
人
と
し
て
認
知
症
と
共
に

自
分
ら
し
く
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
と

い
う
考
え
方
。

※
2

「
見
る
」、「
話
す
」、「
触
れ
る
」、「
立
つ
」

の
4
つ
を
柱
と
し
て
、「
あ
な
た
は
私

に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
す
」
と
伝
え

る
た
め
の
技
術
で
あ
り
、
ケ
ア
を
す
る

人
と
受
け
る
人
が
良
い
関
係
を
築
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
考
え
方
。

　
　
　

認
知
症
に
な
っ
て

も
、
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
よ
う
「
新※

１

し

い
認
知
症
観
」
や
認
知
症
ケ

ア
技
法「
ユ※

２

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

を
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
浸
透
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

現
在
、「
共
生
」

と
「
予
防
」
を
両

輪
と
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に

集
え
る
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど

の
実
施
や
認
知
症
早
期
発
見

啓
発
事
業
な
ど
展
開
し
て
お

り
、
現
行
施
策
と
併
せ
て
普

及
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

や
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
で
、

よ
り
安
心
し
て
窓
口
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
音
を
は
っ
き

り
聞
き
取
れ
る
「
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
」
を
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

試
し
に
利
用
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
確

か
に
音
が
明
瞭
に
聞
こ
え

た
。
導
入
に
つ
い
て
は
、
既

に
窓
口
設
置
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
の
利
用
効
果
な
ど
を

問町
長

問町
長

問

※
3

被
災
者
一
人
一
人
の
被
災
状
況
や
生
活

状
況
の
課
題
な
ど
を
個
別
の
相
談
な
ど

に
よ
り
把
握
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

専
門
的
な
能
力
を
持
つ
関
係
者
と
連
携

し
な
が
ら
、
当
該
課
題
な
ど
の
解
消
に

向
け
て
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
被
災
者
の
自
立
・
生
活
再
建
が
進

む
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
取
組
。

　
　
　

発
災
後
に
「
災※

３

害

ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
実
施
体
制
を
明

確
に
す
る
た
め
、
年
1
～
2

回
程
度
の
研
修
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

子
ど
も
・
障
害
・

高
齢
・
生
活
困
窮

に
係
る
支
援
を
一
体
的
に
実

施
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
な
ど
福
祉
施
策
を
活

用
し
、「
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
新
た
な
取
組
と
し

て
、
何
が
涌
谷
町
に
必
要
な

の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、

研
修
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

問町
長

研
修
に
よ
る
災
害
時
の
円
滑
な

連
携
を

福
祉
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
行
う

答

普及・啓発、必要な施策を進める

二に

上か
み　
光み

つ

子こ

議員

安心できる支え合いのある町へ

答

問
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一
般
質
問

割
い
て
で
も
意
見
な
ど
聴
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
町
民
の

皆
さ
ま
と
会
う
こ

と
を
拒
否
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
町
民
一
人
に
の
み
時
間

を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
町
民
全
体
に
目
を
向
け

て
、
公
正
か
つ
誠
実
に
町
政

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

　
　
　

土
地
の
寄
付
や
買
収

の
際
に
、
協
力
者
か

ら
道
路
補
修
な
ど
の
条
件
が

付
さ
れ
た
場
合
、
適
切
な
処

理
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

寄
付
に
係
る
も
の

は
存
在
し
て
い
な

い
が
、
買
収
に
係
る
条
件
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契
約

書
な
ど
へ
明
記
し
適
切
に
対

応
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
要

望
な
ど
に
関
し
て
は
、
実
施

の
可
否
を
住
民
へ
説
明
の

上
、
記
録
整
理
し
て
い
る
。

　
　
　

町
民
が
道
路
補
修
を

待
ち
続
け
て
い
る

箇
所
が
あ
る
が
、
ど
う
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　

道
路
補
修
に
つ

い
て
、
地
元
の

合
意
が
あ
っ
た
箇
所
を
優
先

に
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
1
軒
で
も
利
用
し
て
い

れ
ば
補
修
し
て
い
く
が
、
優

先
順
位
を
考
え
て
対
応
す

る
。

　
　
　

町
長
に
面
会
を
依
頼

し
て
も
会
っ
て
も
ら

え
な
い
と
聞
い
た
。
時
間
を

問町
長

問町
長
建
設
課
長

問

優先度に応じ適切に対応している

佐さ

さ々

木き

敏と
し

雄お

議員

用地買収に係る道路補修の状況は

答

問

問

　
　
　
　

各
課
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
と
の
調
整

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
今
す

ぐ
に
具
体
的
な
日
程
は
出
せ

な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
懇
談
会
な
ど
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

　
　
　

6
月
9
日
に
6
カ
所

で
議
会
懇
談
会
を

開
催
し
、
１
６
０
件
の
質
問

や
意
見
、
要
望
な
ど
を
頂
い

た
。
そ
の
う
ち
１
４
０
件
は

町
に
対
す
る
内
容
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
町
政
懇
談
会
を

開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

財
政
再
建
に
つ
い

て
相
談
は
し
た
が
、

そ
の
結
果
報
告
は
し
て
い
な

い
た
め
、
伝
え
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

財
政
非
常
事
態
宣
言

の
よ
う
な
こ
と
が
繰

り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
総
括

し
て
町
民
に
説
明
し
て
ほ
し

い
。
決
算
審
査
に
係
る
議
会

懇
談
会
は
11
月
17
日
に
予
定

し
て
い
る
が
、
い
つ
頃
を
考

え
て
い
る
の
か
。

問町
長

問

町
政
懇
談
会
開
催
の
考
え
は

財
政
運
営
の
説
明
な
ど
機
会
を

設
け
る

答

補修工事が待たれる道路
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一
般
質
問

　
　
　

避
難
所
に
な
る
体
育

館
は
大
変
危
険
な
温

度
に
な
る
現
状
が
あ
る
た

め
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

体
育
館
は
天
井
が

高
い
上
、
断
熱
性

能
が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

熱
中
症
の
観
点
か
ら
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
環
境
整
備

に
係
る
制
度
・
補
助
が
な
い

か
探
っ
て
い
く
。

問町
長

　
　
　

災
害
避
難
所
に
お
い

て
、
水
な
ど
の
備
蓄

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
　
　

必
要
量
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
る

状
況
で
は
な
い
が
、
町
内
店

舗
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
と

生
活
用
品
や
食
料
品
の
供
給

な
ど
に
つ
い
て
協
定
を
締
結

し
、
必
要
量
を
確
保
す
る
。

そ
の
物
資
の
輸
送
に
関
し
て

も
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
災

害
に
対
応
し
て
い
る
。

問町
長

問

　
　
　
国
民
健
康
保
険
一
部

負
担
金
減
免
に
つ

い
て
、
住
民
に
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

災
害
や
事
業
の
休

廃
止
、
失
業
な
ど

に
よ
っ
て
収
入
が
著
し
く
減

少
し
、
医
療
機
関
な
ど
へ
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
に
、
徴
収
を
猶
予
減

免
で
き
る
制
度
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
、
具
体

的
な
申
請
基
準
な
ど
は
、
広

報
な
ど
で
掲
載
を
予
定
し
て

い
る
。

問町
長

　
　
　

国
保
税
と
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
、
申
請

に
よ
る
減
免
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

　
　
　
　

被
災
、
失
業
・
疾

病
な
ど
の
事
由
で

所
得
が
著
し
く
減
少
し
、
納

付
が
困
難
に
な
っ
た
方
は
、

申
請
に
よ
り
減
免
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
。
令
和
5

年
度
は
国
保
税
で
は
4
件
で
、

介
護
保
険
料
の
実
績
は
な
い
。

問町
長

減
免
・
負
担
軽
減
制
度
の
周
知
を

広
報
な
ど
で
分
か
り
や
す
く
周

知
す
る

答

課題解決に向け制度・補助を探る

杉す
ぎ

浦う
ら　

謙け
ん

一い
ち

議員

災害避難所の環境整備を

答

問

防災教育居住地学習（段ボールベッド作成のようす）
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一
般
質
問

　
　
　

近
年
、
老
健
施
設
の

財
政
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
改
善
策
を
模
索
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
将
来
の
高
齢
者
介

護
・
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
供
給

の
在
り
方
を
検
討
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
老
健
施
設
の
在

り
方
も
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
の
方
向
性
が
決
ま
り

次
第
報
告
す
る
。

問町
長

現状分析中で決まり次第報告する

黒く
ろ

澤さ
わ　

　
朗あ

き
ら

議員

老健施設の経営方針は

答

問

問

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

人
口
減
少
へ
の
対
応

と
し
て
、
町
営
淡
島

住
宅
・
一
本
柳
住
宅
が
あ
る

区
域
を
新
た
な
住
宅
地
に
す

る
な
ど
、
住
宅
・
宅
地
整
備

の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
「
第
六
次

涌
谷
町
総

合
計
画
」
の
内
容
を
精
査
中

で
あ
り
、
住
宅
・
宅
地
整
備

の
内
容
も
固
ま
り
次
第
報
告

す
る
。

　
　
　
次
期
計
画
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
財
政

再
建
に
際
し
て
は

内
向
き
な
町
政
運
営
で
あ
っ

た
が
、
今
後
は
人
口
減
少
対

策
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
多
角

的
な
事
業
展
開
に
よ
り
、
あ

問企
画
財
政
課
長

問町
長

ら
ゆ
る
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
　

小
中
学
校
に
お
け
る

学
力
向
上
施
策
の

進
捗
状
況
、
ま
た
、
施
設
整

備
の
今
後
の
方
向
性
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
「
教
育
委
員
会

と
の
連
携
に
よ

る
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
を

継
続
実
施
し
、
先
生
方
の
指

導
力
や
児
童
生
徒
の
自
ら
学

ぶ
力
の
向
上
を
推
進
し
て
い

る
ほ
か
、「
学
校
不
適
応
対

策
の
充
実
」と
し
て
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
活

用
、
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
コ

ン
パ
ス
」
で
の
学
習
支
援
な

ど
継
続
実
施
し
て
い
る
。

　

施
設
整
備
は
、
現
在
、
幼

稚
園
の
再
編
に
つ
い
て
適
正

化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検

討
を
進
め
て
お
り
、
並
行
し

て
小
中
学
校
の
再
編
・
施
設

整
備
に
つ
い
て
も
多
角
的
に

問教
育
長 今

後
の
取
組
方
針
は

検
討
を
進
め
て
い
る

答

議会懇談会議会のこと

知ってください！

皆さんのご意見

聴かせてください！

　議会は町民の皆さんに説明責任を果たし、町政のさまざまな課題に柔軟に対応する
ため、皆さんの地域で、議会で議論された内容を説明いたします。
　町民の皆さんと自由に情報交換や意見交換ができる場として、議会懇談会を下記の
とおり開催いたします。

お近くの会場にお越しください。
お越しの際には、11月１日発行の『議会だより』をお持ちください。
※令和６年６月９日に開催した議会懇談会については、ご意見等を取りまとめ、８月に町のホームページや公民館
等で公表しましたが、今回、執行部に対するご意見の回答等を加え、「回答掲載版」として作成しましたので、町の
ホームページまたは役場町民室、涌谷・箟岳公民館でご覧ください。

人口減少に歯止めをかけるために
ー移住・定住に力を入れたまちづくりとはー

主催：涌谷町議会
【問い合わせ先】涌谷町議会事務局　電話：0229-43-2127

目　的

懇談会テーマ

定例会９月会議審議内容等

説明事項

開催日時と場所

東地区
１班　
　一條裕太郎 議員
　佐々木敏雄 議員
　只野　順 議員
　杉浦謙一 議員
　大泉　治 議長（巡回）

午前１０時から
●滝ノ沢生活センター
（涌谷字新滝ノ沢 22-1）

午後１時３０分から
●日向公会堂
（涌谷字日向町 50）

箟岳地区
２班　
　二上光子 議員
　佐々木みさ子 議員
　後藤洋一 議員
　門田善則 議員
　大泉　治 議長（巡回）

午前１０時から
●短台集落センター
（猪岡短台字元桑畑 121-1）

午後１時３０分から
●農村環境改善センター
（太田字北太田 190-1）

西地区
３班　
　黒澤　朗 議員
　稲葉　定 議員
　伊藤雅一 議員
　竹中弘光 議員
　大泉　治 議長（巡回）

午前１０時から
●新丁頭ふれあいセンター
（字新中島乙 93-1）

午後１時３０分から
●のびのび会館
（字桑木荒 127-1）

ぜひ、皆さんの想いを教えてください。

１１月１７日（日）
改善策を模索している老健施設

整備が待たれる政策空き家
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議会懇談会議会のこと

知ってください！

皆さんのご意見

聴かせてください！

　議会は町民の皆さんに説明責任を果たし、町政のさまざまな課題に柔軟に対応する
ため、皆さんの地域で、議会で議論された内容を説明いたします。
　町民の皆さんと自由に情報交換や意見交換ができる場として、議会懇談会を下記の
とおり開催いたします。

お近くの会場にお越しください。
お越しの際には、11月１日発行の『議会だより』をお持ちください。
※令和６年６月９日に開催した議会懇談会については、ご意見等を取りまとめ、８月に町のホームページや公民館
等で公表しましたが、今回、執行部に対するご意見の回答等を加え、「回答掲載版」として作成しましたので、町の
ホームページまたは役場町民室、涌谷・箟岳公民館でご覧ください。

人口減少に歯止めをかけるために
ー移住・定住に力を入れたまちづくりとはー

主催：涌谷町議会
【問い合わせ先】涌谷町議会事務局　電話：0229-43-2127

目　的

懇談会テーマ

定例会９月会議審議内容等

説明事項

開催日時と場所

東地区
１班　
　一條裕太郎 議員
　佐々木敏雄 議員
　只野　順 議員
　杉浦謙一 議員
　大泉　治 議長（巡回）

午前１０時から
●滝ノ沢生活センター
（涌谷字新滝ノ沢 22-1）

午後１時３０分から
●日向公会堂
（涌谷字日向町 50）

箟岳地区
２班　
　二上光子 議員
　佐々木みさ子 議員
　後藤洋一 議員
　門田善則 議員
　大泉　治 議長（巡回）

午前１０時から
●短台集落センター
（猪岡短台字元桑畑 121-1）

午後１時３０分から
●農村環境改善センター
（太田字北太田 190-1）

西地区
３班　
　黒澤　朗 議員
　稲葉　定 議員
　伊藤雅一 議員
　竹中弘光 議員
　大泉　治 議長（巡回）

午前１０時から
●新丁頭ふれあいセンター
（字新中島乙 93-1）

午後１時３０分から
●のびのび会館
（字桑木荒 127-1）

ぜひ、皆さんの想いを教えてください。

１１月１７日（日）



中塩　朱華（由美子）さん
（10区）

vol.30

議会に皆さんの
ご意見をお寄せください。

Voice
キラキラ

Q

A

あなたのことを教えてください。
町内で書道教室をする傍ら、デイサービ
スの仕事をしています。

　ことし、中塩さんは日本四大書道展の第 75 回毎日賞書道展で見事に入選され
ました。今後も文化・福祉における経験を生かして町を盛り上げていただきたい
と思います。

Q

A

議会についてどう思いますか。

涌谷町がもっと住みやすい町づくりをしてほしいと思います。

Q

A

涌谷町をどういう町にしたいですか。

若者と高齢者がつながりを持って、交流が生まれる町づくりをお願いしたい。

議会
から

編
集
ろ
ま
ん

だ
よ
り

　　

今
夏
も
酷
暑
で
あ
り
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
紅
葉
が
見

ご
ろ
と
な
り
、
秋
の
風
情
が

出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
の
影
響
な
の
か
台
風

の
コ
ー
ス
も
ひ
と
昔
と
は
変

わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
秋
刀
魚
の
便
り
も
寂
し

く
な
り
、
私
た
ち
が
抱
い
て

い
た
、
い
わ
ゆ
る
秋
も
様
変

わ
り
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
出
現
や
、
豪
雨

災
害
に
遭
う
こ
と
も
た
び
た

び
で
す
。
英
知
を
集
め
て
乗

り
切
っ
て
次
代
に
つ
な
げ
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

�

（
稲
葉　

定
）

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　 

広
報
分
科
会

分
科
会
長
　
佐
々
木
　
敏
　
雄

副
分
科
会
長
　
一
　
條
　
裕
太
郎

委
　
　
員　

竹
　
中
　
弘
　
光

委
　
　
員　

稲
　
葉
　
　
　
定

委
　
　
員　

黒
　
澤
　
　
　
朗

委
　
　
員　

二
　
上
　
光
　
子

議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

次
回
の
定
例
会
議
は

12
月
4
日
か
ら

開
催
予
定
で
す

　

詳
し
い
日
程
と
一
般
質
問
の

内
容
は
、
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

☎
43
ー
２
１
２
７

涌
谷
町
議
会
の
本
会
議
な

ど
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

当
議
会
で
は
、
議
会
の
内
容

を
動
画
配
信
サ
イ
ト 

「
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
生
配
信
し

て
い
ま
す
。

　

各
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容

も
動
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
左

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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